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住民アンケートより


返信されてきた自由記述の一部ですが紹介します。


◆防災無線が鳴らない時がある。肝心な時に鳴らない（のでは困る）。◆野焼きが迷惑。同じ畑の人が毎日のように野焼きをしていて、洗濯物に臭いがついて困る。環境にもどうかと思う。（女性・40代）


◆池寺の中道、もう少し広くしてほしいです。老人車を引いて歩くときそう思います。（女性・70歳以上）


◆新しく農業を始めようとする若者がいても、資金がない、協力者が少ない。個人の負担が大きすぎ、始めることがむつかしい。もっと簡単に行動（進むことが）できるようなシステムにならないか？個人ではどう進めば良いのかわかりにくいので、もっとわかりやすく進められる（農業）よう考えてほしい。（女性・50代）


◆空き家、草の生えまくった土地の整備等をしてください。前の土地の虫や種が飛んできて窓を開けるのがイヤになる。◆川にごみを捨てた人は罰金とか（見回りをして見つけたら）してほしい。子供に悪影響。◆「面倒」ばかりを口にする人の意見ばかり聞かずに、決め事をしっかり作って守っていくべき。守れる子供を育てていくべき。見本は大人。まずは自分の子供に対して孫に対してのお手本になる大人を、頑張る人を増やしていくのがいいと思う。誰か（政治の人）がやりだせば、かたまりができていくと思う。頑張らない人がズルいのではなくて、自分の心に気持ちよく頑張れる人を、気持ちを増やす努力をしてほしい。（女性・30代）


◆アンケートに答えてもいい方向に生活が改善されないのでアンケートに意味がありますか？（女性・40代）





お寄せいただいたご意見・ご要望を参考に、できるものから順次、町行政への「提案」として整理をする予定です。まだの方はどうぞ、ご意見・ご要望をお寄せください。切手なしの返信封筒で送れます。








調査委員会設置


決まる


９月議会最終日（18日）公平公正ではないと指摘されていた甲良町プレミアム付き商品券交付事業の調査特別委員会設置の動議を西澤議員（丸山光雄議員が賛成者）が提出。賛成７（他に西川、野瀬、山田、濱野、金沢の各議員）、反対４（木村、藤堂、丸山恵二、阪東の各議員）で可決しました。


【設置目的】


プレミアム付き商品券交付事業は国の地域住民生活等緊急支援事業交付金を受けたものであり、地域経済の活性化と地域住民に広く効果をもたらすものでなければならない。にも拘わらず、公平・公正な運用から外れた事案が報告され、９月議会の一般質問および審議で指摘された。かかる事案の真相を解明するとともに、当交付事業を検証することは、甲良町議会に課せられた町民の付託に応える課題である。


【議長除く11人で構成】


◇　　　◇　　　◇


第１回目の委員会で委員長には西澤議員、副委員長に山田議員を選出しました。今後委員会で事実解明を進める予定。





丸山光雄議員の賛成討論（要旨）を紹介します。


◇　　　◇　　　◇


プレミアム付き商品券交付事業は国の予算を受けて、町民のくらしを応援し、地域経済の活性化に役立てようとする施策の一つとして実施されたものです。私たち共産党は、消費税の増税を強行して、国民生活を苦しめ、地域経済の元気を奪った政策そのものを根本から、改めることを訴えていました。プレミアム付き商品券は一時的にせよ、家計の応援になるものだと思います。


　去る15日の総務民生常任委員会で、なぜ、一人２冊を守らなかったのか、との追及に対して、「売れ残っては困るので」との答でした。町行政が町民のくらしのこと、できるだけ広く、町民にいきわたるように、公平・公正な運営を、という肝心な考えが、まったく抜けているなあ、と感じました。さらに、町職員が大量に買ったのではないか、行政に影響力のある人物がまとめ買いをしているのではないか、などの疑問がわいてきました。こんなことを、平気で許している現町政、行政事務をしっかり点検しなくては、町民の怒りは収まりません。


こんなデタラメでは


人口減少の歯止めできず


　現に、私の妻が券を買いに行ったとき、前に並んだ人が、「２枚」よりも多く持って帰るのを目撃しているのです。水面下では、ある議員が１００万円分買ったとか、北川町長がまとめ買いをしたとかの情報が飛びかい、町民の間では、町幹部に対する不信感と不公平感があふれています。こんなことを放置しておいて、甲良町の人口減少に歯止めをかけることはできません。子育てや、農業応援の施策は大切ですが、盗水や不正は許さない毅然とした、行政にしていくことが何よりも重要だと思います。町長はもちろん、町職員も公務員として、不正はダメの態度をつらぬくべきだと考えます。


　私は、なぜ、このようになったのか、不正はなかったのか、特権を使った者はなかったのか、議会が、しっかりと解明しなければならないと考えます。


　以上、賛成討論とします。








みなさんのお声・願いをお待ちしています。　　☆くらし・医療・税金・教育などの相談は　西澤伸明38‐4949　丸山光雄38‐3123


◎日本共産党甲良町支部の見解を紹介します。メール　shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp　ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】
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